
 

2025年度活動概要     ＥＳＰ(九州･沖縄)研究会 

 

本年度は、（１）第 64 回国際大会（早稲田大学：8 月 27 日(水)〜29 日(金)）と

（２）第 8回 JAAL in JACET 学術交流集会（立命館大学大阪いばらきキャンパス：12

月 6日(土)）で SIG 研究発表を行い、（３）第 33回 ESP 研究会（熊本市国際交流会

館：3月 28日(土)）を開催した。 

（１）第 64 回国際大会 SIG 研究発表では、CLIL-based Approach to Material 

Development and Teaching（CLIL 的アプローチの教材開発およびティーチング・プ

ラン）というタイトルで、 Amy Hombu（宮崎大学）が Developing English 

Communication Materials for Sports Nurses: A CLIL-Based Approach to First Aid for 

International Events、山内ひさ子（元長崎県立大学・福岡市立三筑小学校サポーター）

が「小学生用の自作バイリンガル絵本の読み聞かせ授業の教室―CLIL 的アプローチ

（Teaching Plans of my Bilingual Picture Book Reading Lessons for Elementary School 

Children: A CLIL-based approach）」を発表した。 

（２）第 8 回 JAAL in JACET 学術交流集会 SIG 研究発表では、Going Specific and 

Meeting Learners’ Needs in ESP（ESP における個別性と学習者ニーズ）というタイト

ルで、山本佳代（宮崎大学）と荒木瑞夫（近畿大学）が「獣医学論文における引用表

現」、安浪誠祐（熊本大学非常勤）、吉重美紀（鹿児島大学非常勤）、光永武志（熊

本高等専門学校熊本キャンパス）、山本佳代（宮崎大学）が各自の研究テーマを発表

した。 

（３）第 33回 ESP研究会では、光永武志が「国際化教育とグローバルエンジニア育

成の実践について」、山内ひさ子が「CLIL 的内容を含むバイリンガル絵本の作成と

授業の改善点」、安浪誠祐が「工学英語授業：実践・成果・課題」を発表した。 

 


